
1

第４回邑楽町議会報告会・意見交換会次第

令和８年１月20日（火）

午後６時30分～午後８時

邑楽町役場 ３F大会議室

司会進行：黒田 重利

１．開 会

２．議長あいさつ

３．議員紹介

４．議会報告

①議会運営委員会

②総務教育常任委員会

③産業福祉常任委員会

５．質疑応答

６．意見交換会

テーマ：邑楽町の未来について

７．閉 会



2

出席者

〇出席議員（１４名）

１番 山 本 裕 子 議員 ２番 三ツ村 由 紀 議員

３番 武 井 清 二 議員 ４番 新 村 貴 紀 議員

５番 神 山 均 議員 ６番 蟹 和 孝 一 議員

７番 佐 藤 富 代 議員 ８番 小久保 隆 光 議員

９番 黒 田 重 利 議員 １０番 瀬 山 登 議員

１１番 松 島 茂 喜 議員 １２番 塩 井 早 苗 議員

１３番 原 義 裕 議員 １４番 松 村 潤 議員
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１．開会

○司会（黒田重利副議長）皆さんこんばんは。本日は、第４回邑楽町議会、議会報告会・意見交換会に

お忙しい中、多くの皆様にご参集いただきまして、誠にありがとうございます。私は、本日、司会進行

を務めさせていただきます邑楽町議会副議長の黒田重利と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

まず、受付けでお配りした資料の確認をお願いしたいと思います。次第が両面印刷で４ページ、参加

においてご協力いただきたい事項が１枚、議会報告会アンケートが両面印刷で１枚でございます。も

しも不足しているという場合は、挙手をお願いしたいと思います。大丈夫でしょうか。皆さん揃ってい

ますか。よろしいようですので進めさせていただきます。

次第をご覧ください。こちらの内容で進行し、午後８時までの予定としております。ご協力をお願い

いたします。それでは、次第に従いまして進めさせていただきます。

２．議長あいさつ

〇司会 初めに、邑楽町議会を代表いたしまして、松島茂喜議長からご挨拶をさせていただきます。

〇11番 松島茂喜議長 皆さん改めましてこんばんは。本日はですね、非常に寒い中、そしてお忙しい

中、このようにたくさんの方にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。第４回目を数え

ますこの邑楽町議会の議会報告会、そして意見交換会になりますけれども、これは議会基本条例とい

う一応議会の中では最高規範の中で、年に１回以上を開催することということで義務づけておりまし

て、それに基づいて開催をさせていただいている次第です。これまで３回ほど行ってきて今回４回目

ということなんですが、今回はですね、この意見交換会後半に予定しておりますが、そのテーマとして

ですね、みんなで考えよう邑楽町の未来についてという今回はテーマを設定させていただきました。

今までですと議会に対する意見要望についてということで伺ってたんですが、やはりもう少し広い見

地から、皆様方からご意見だけではなくてですね、こうしたら邑楽町はもっとよくなるんじゃないか、

そういったご提言も含めてちょうだいいただければいいかなと。そういった趣旨のもとに今回の第４

回目の議会報告会を開催させていただく運びとなりました。ぜひ、産業それから介護、生活環境、子育

て、いろんな分野がありますけれども、皆さん方が日々生活されている中で、感じていること、そして、

まだまだこういうところがやはり課題として、町としてすればあるんじゃないかと、そういった観点

からですね、ぜひとも忌憚のないご意見をちょうだいしたいというふうに思います。

それから、長くなって申し訳ないですけど、ひとつだけ私の方からご説明させていただきたいこと

がありまして、それは議会とそれから行政、これがどういった立場にいるのか。その役割の違いという

のが明確にあります。議会はですね、皆さんが例えば要望・提言をいただいたものを行政側にお伝えす

るそのパイプ役として機能しておりますが、残念ながら予算をつけたり、事業化したりですね、そうい

ったことは議会の方ではできません。これは行政側に限られた、それは仕事ということで位置付けら

れておりますので、今回、皆様方からいただいた意見は、当然要望としてお伝えしますけれども、それ

をやるかやらないかというのは行政側の判断になると。これが大きな議会とそれから行政側の役割と

いうことの違いということになります。その点を踏まえていただきまして、忌憚のないご意見をちょ

うだいいただければありがたいと思います。どうか限られた時間ですが、今日はどうぞよろしくお願

いをいたします。
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３．議員自己紹介

〇司会 続きまして、本日、出席しております議会議員を紹介させていただきます。皆様から向かって

右側の議員から紹介いたします。

〇司会 山本裕子議員です。

○１番 山本裕子議員 よろしくお願いいたします。

〇司会 新村貴紀議員です。

○４番 新村貴紀議員 よろしくお願いします。

〇司会 蟹和孝一議員です。

○６番 蟹和孝一議員 はい。皆さんこんばんは。よろしくお願いします。

〇司会 原義裕議員です。

〇13番 原義裕議員 はい。こんばんは。よろしくお願いします。

〇司会 神山均産業福祉常任委員長兼議会広報委員長です。

○５番 神山均議員 こんばんは。お世話になります。神山でございます。よろしくお願いします。

〇司会 松島茂喜議長です。

○11番 松島茂喜議長 よろしくお願いいたします。

〇司会 松村潤議会運営委員長です。

○14番 松村潤議員 よろしくお願いします。

〇司会 佐藤富代総務教育常任委員長です。

○７番 佐藤富代議員 はい。よろしくお願いいたします。

〇司会 瀬山登議員です。

○10番 瀬山登議員 はい。皆さん、よろしくお願いいたします。

〇司会 塩井早苗議員です。

○12番 塩井早苗議員 はい。こんばんは。今日は寒い中、ありがとうございました。どうぞ、今日は

よろしくお願いいたします。

〇司会 小久保隆光議員です。

○８番 小久保隆光議員 はい。皆さんよろしくお願いします。

〇司会 武井清二議員です。

○３番 武井清二議員 こんばんは。よろしくお願いいたします。

〇司会 三ツ村由紀議員です。

○２番 三ツ村由紀議員 三ツ村由紀でございます。本日はよろしくお願いします。

４．議会報告

〇司会 それでは、ただいまから議会報告に入らせていただきますが、報告につきましては、次第にあ

りますように、初めに議会運営委員会、続いて総務教育常任委員会、そして最後に産業福祉常任委員会

の順で報告させていただきます。委員会からの報告がすべて終わりましたら、報告内容についての質

疑を受けて参りますので、よろしくお願いいたします。

それでは、初めに、松村潤議会運営委員長から報告をさせていただきます。
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〇14番 松村潤議員 皆様こんばんは。議会運営委員会の松村です。それではですね、長野県の飯田市

議会の議会改革の取り組みについて報告いたします。

初めに、本町の現状と課題ということでありますが、現状はですね、邑楽町議会では、委員会を中心

としてですね、議会改革に取り組んでおります。課題といたしましては、さらに改革をどう進めるかが

課題であります。

次にですね、視察調査の目的でありますが、邑楽町では議会基本条例を令和２年６月に制定してで

すね、議会改革に取り組んでおります。さらに改革を進めるために、議会改革の先進地である飯田市議

会を視察し、今後の運営上の参考とする目的で視察調査をして参りました。

それから、視察研修の概要ですが、１としてですね、オンライン委員会についてですが、飯田市議会

では、災害や感染症流行時に議会機能を維持するために、委員会条例及び会議規則を改正いたしまし

て、オンライン方式での委員会開催を可能としております。オンライン委員会の出席の条件といたし

ましては、育児・介護だのやむを得ない事情を抱える議員の参加を支える仕組みとして実施されてお

ります。現在オンライン委員会はですね、主に年１回、防災会議などで活用されているところでありま

す。

次に、２といたしまして、議会政策サイクルについてですが、飯田市ではですね、平成12年の地方分

権一括法の施行によりですね、議会の役割が拡大したことを背景に早くから議会改革に取り組んでき

ました。平成14年には、市民に開かれた議会への転換を掲げて、議会のあり方研究会を立ち上げ、議会

改革を進め議会主導で市民会議を創設いたしました。そして、一般から公募いたしまして、公募委員を

含む24名が自治基本条例案を検討し、平成18年には全国で初となるいわゆる提案型の自治基本条例を

制定いたしました。

この条例では、市議会の役割として執行機関の活動を監視・評価することが明記され、これが議会に

よる行政評価の根拠となっております。その後も議会改革をさらに進めるために、平成20年からは、行

政の事務事業評価を開始して、議会報告会とあわせて議会政策サイクルを構築されました。この行政

評価は毎年度実施されておりまして、行政評価の具体的な取り組みとして、行政機関の事業内容等の

説明を受けて、議員による評価、分科会での意見の集約や提言を取りまとめ、提言後の進行管理から予

算審査までの一連の流れがありまして、最大12段階のステップを踏むことで政策提言を行うというこ

とでありました。この体系化された手順によって、議会みずからが課題を引き出して、政策立案、提言

を繋がる仕組みは確認されたということであります。

次に、３といたしまして、議会報告会意見交換会の取り組みですが、飯田市議会は、平成20年度から

議会報告会・意見交換会を継続して開催しております。市内20地区を６から７ブロックに分けて、市民

500人から600人が毎年参加されていることであります。

これちょっと写真をですね、お見せいただければと思います。これがですね、議会報告会・意見交換

会の全体的なやっている写真ですけども、もう１枚がですね、個別にですね、議会報告会をやっている

意見交換会をやっているっていうことであります。そしてですね、年間1200件規模の意見要望を収集

しまして、そして寄せられたさまざまな意見は、委員会で精査されて政策提言として取りまとめられ

ています。

これまでの実績としては、公共施設トイレの洋式化や子育てアプリの導入、放課後児童クラブの改
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善など具体的な政策実現に結びついた事例も確認できました。また、まちづくり委員会との共催や託

児所の設置、出前講座など市民の参加を促す工夫も随所に見られました。住民が主体となり、豊かな地

域社会を築くという考え方で、地域民主主義の先進事例として高く評価をされております。

次に、本町への反映提言ということで、１として、オンライン委員会の導入についてですが、これも

ちょっと映像、写真を。これはですね、太田市議会のオンライン委員会の様子であります。このオンラ

イン委員会による委員会の導入にあたっては、条例改正及び新規制定を行う例規等を整備する必要が

あります。改正するものは、ここに出ていますけれども、邑楽町会議規則、それから邑楽町議会委員会

条例、邑楽町議会オンライン委員会運営要綱等々、先進議会事例を参考に、本町議会におけるオンライ

ン委員会参加制度のあり方を検討し必要となる例規の整備を行います。そして、オンライン委員会の

運用開始につきましては、令和８年３月定例会において、各種例規の改正を実施。令和８年４月１日よ

り、オンライン委員会の運用を開始する予定であります。

次に、２といたしまして、議会政策サイクルですが、飯田市議会の取り組みから議員一人一人が高い

責任意識を持ち政策判断に向き合っている点は、本町議会にとって大きな示唆となりました。町民の

皆様との意見交換会を起点とする政策サイクルは、町民福祉の向上に資する有効な手段であり、議会

改革の提案となります。今後は、主要事業の成果と決算を一体的に検証する行政評価を充実させてい

く必要があります。

次に、３として、議会報告会・意見交換会の取り組みについて、もう一度、写真の方をお願いできま

すか。そうですね。見だしの議会報告会・意見交換会は、全体会と分科会と組み合わせて行っています。

分科会では、テーマを設定して少人数の車座式形式で実施する点が特徴であります。少人数制にする

ことによって、参加者が発言しやすくなっています。意見を丁寧に拾い上げる工夫は、本町議会にとっ

て大変参考になりました。今後は飯田市の進め方を取り入れ、本町の議会報告会・意見交換会の充実に

生かしていきたいと、このように思っております。

最後に所感でありますが、各委員から令和８年度から始まる邑楽町第７次総合計画を踏まえ、飯田

市議会の行政評価を参考に、本町でも目標達成度を検証する仕組みを築くことが必要である。オンラ

イン委員会の意義、町民参加の仕組み、委員の研鑽と姿勢の重要性など多くの示唆が寄せられました。

飯田市議会の改革に共通するものは、市民のための議会であるという明確な理念です。本町において

も、制度改革と同時に、議員一人一人の意識改革が求められております。これからも、より開かれた議

会運営を進めて参まいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。以上で議会運営委員会の視察

調査報告とさせていただきます。

ご清聴ありがとうございました。

○司会 では、続きまして、佐藤富代総務教育常任委員長から報告をさせていただきます。よろしくお

願いいたします。

〇７番 佐藤富代議員 皆さんこんばんは。年明けのお忙しい中、また、今日は一段と冷え込んでおり

ますお寒い中を多くの皆さんにご参加いただきましてありがとうございます。総務教育常任委員会の

視察結果を報告させていただきます。委員長を務めさせていただいております佐藤です。よろしくお

願いいたします。スライドお願いします。はい。

私たちの視察研修としまして、令和７年10月29日、視察先は長野県阿智村に行って参りました。ご存
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じの方もいらっしゃると思いますが、この阿智村は、星空を日本一に仕上げ、そして地域の活性化、地

域経済を潤したという先進事例です。視察の目的を星空を地域ブランド化し、観光による地域活性化

を達成した現地に伺い話を聞いて本町の施策への示唆を得ることとしました。

次の、はい。これは阿智村の概要ですけれども、長野県南端の山間地域、名古屋まで高速で1時間30

分ぐらいだそうです。標高は400から2000メートルの山間にその56の集落が点在している。そして人口

は約6000人、本町の四分の１になります。また面積は本町の約７倍です。主な資源は、昼神温泉郷、花

桃の里、そして日本一の星空、観光資源が主です。写真は車窓から見た昼神温泉郷です。

次、お願いいたします。なぜ星空を選んだのでしょう。昼神温泉を中心に、バブル期には多くの観光

客が訪れました。しかし、崩壊後は、人口減少とともに地域経済の悪化。そこで何とかしなければと、

阿智村プロジェクトを発足、その対策に取り組みました。参加メンバーは、阿智村に関係する旅館、農

林業、商工会などと地域住民、そして議会、阿智村でした。主に取り組んだ内容は、まず阿智村にある

すべての観光資源の棚卸し、その結果、選ばれた本物の観光資源が星空でした。そして、村の危機感と

村民の意識改革に取り組みました。と言いますのも、環境省から星が最も輝いて見える場所の第一位

に選ばれたところです。しかし、村民の皆さんの反応は、ただいつもの星空だよ。うん。当たり前だよ

ねっていう。そういったことで、ここに関係する人たちすら乗り気ではなかったという。そういった中

で、じゃあ、何がその原動力になったのでしょうか。行動への変容の要因は、その星の仕掛け人である

白沢氏。この村出身の方ですけれども、村の危機感を救うのは星しかないと繰り返すその熱意とそし

て根気だったようです。私たちも当時のビデオを見せていただきました。それを見た委員の所感に諦

めることなく繰り返し続けたことが、村の人たちにも私たちにもできる、できないことはないと奮起

し、日本一へと押し上げたと感じたとありました。

次のスライドお願いします。日本一の星空へどのように取り組んだのでしょう。まず、星空に目標を

定め、スタービレッジ阿智協議会を発足させました。参加メンバーは、阿智村、そして昼神温泉観光局

など地元に加え、ＪＴＢ中部等の民間企業が参画しております。そこで取り組んだ内容は、ナイトツア

ーによるエンターテイメントとか、いわゆる観光資源からどんな天候でも夜を楽しむ、そういった体

験型旅行商品と話されました、を作ることでした。そして、企業、メディアとの連携によるさまざまな

イベントや情報発信、そして公民連携組織による推進活動でした。私たちも、その前夜このナイトツア

ーに参加し、本当に氷点下寒い中でしたけれども、とても感動してきました。またそれを見た委員の所

管には本当に感動した。家族とともにまた行ってみたいかと感じた。働く人たちも楽しそうで、喜んで

もらえる、感動してもらえる、わくわくすることは、提供する側もされる側も幸せになれると思ったと

言っております。

次、お願いいたします。こういった日本一の星空は、地域にどのような効果をもたらしたのでしょ

う。まず、交流人口、関係人口の増加、そして、温泉地を中心とした経済の活性化。また、そのことが、

雇用の創出、定住人口促進などでした。観光客は年間10万人、2023年までの累計が100万人を突破した

ということでした。また、観光農業、商工の発展、観光林業など、そういったものの振興に繋がりまし

た。そして、温泉観光施設の賑わいは、設備投資とか、人材登用、投資にも繋がっております。また、

この村の定住者支援は、村外の人だけじゃなく、村内の人々に対しても、生きる暮らしを支えるもので

した。
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この写真は、昼神温泉にある朝市の会場。ちょっと映ってないんですけど、毎日朝市をやっておりま

して、その会場が設置されていました。そして、自分たちの収穫した農産物とか、その加工品、工芸品、

そうしたものをとても笑顔で生き生きしながら販売しておりました。私たちも、本当にこの朝も氷点

下でしたけれども、でも、村の皆さんはとても生き生きとしておりまして、僕が取ってきた松茸だよと

か、とても楽しい時間を過ごさせていただきました。また、隣の写真は、日本一の星空です。

では次をお願いします。私たちがこの視察を通して学んだことは、まず公民連携による持続可能な

観光モデルを構築した。ここで阿智昼神観光局の役割は、非常に地域と密着しておりますので、地域と

協力して観光地域づくりです。そして、一方、行政の役割は、インフラ整備とか、交通施策、あと文化

財保護、そうしたようにきちんと分担と連携がしっかりしているというふうに感じました。その他ブ

ランド化することは、地域住民の誇りと産業を醸成する。うちの村には何もないんだよって言ってた

ような村人が生き生きとそういった仕事に就いている。そして、そのことはさらに地域の活性化、広域

連携の促進、地域経済の底上げに寄与しております。また、今はリニア新幹線を見据えた新たなまちづ

くり、まち歩きができる環境整備、住み続けたいまちへの取り組みと積極的に始まっているというこ

とでした。

では、次お願いします。本町への提案として、本町にも、自然環境や地域文化などに磨けば輝くダイ

ヤモンドは必ずあると思っています。そういった地域資源の再発見、今ある資源の持つ強みの検証、

民間のノウハウを活用したブランド化。また、メディアと連携した情報発信、ＰＲと、そして、もちろ

ん、住民主体のまちづくりと近隣市町村との連携等が不可欠であることを再認識し、そのことを提言

したいと思っております。

本町は、自然災害も少なく、豊かな田園そして里沼文化アクセスのよさなど私たち人間が安心して

暮らす、生きる、絶対条件を備えていると思っております。これらを最大限に生かした新しい人の流れ

をつくることは可能であると考えております。

はい。次のスライドお願いします。ごめんなさい。はい。これが今、皆さんにお話した内容のすべて

なんですけれども、阿智村が星空ツアーを戦略としてどのように活動し、そして、その波及効果とし

て、宿泊施設、観光客の増加、そしてそのことが、地域経済を活性化させ、また、住民の誇りに繋がっ

たということを表しております。以上です。

ご清聴ありがとうございました。

○司会 続きまして、神山均産業福祉常任委員長から報告をさせていただきます。よろしくお願いい

たします。

○５番 神山均議員 お世話になります。それでは産業福祉常任委員会より視察調査報告をさせてい

ただきます。私産業福祉常任委員会委員長の神山均と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

それではこちらの方にありますが、産業福祉常任委員会視察調査報告ということで地域未来投資促

進法を活用した企業誘致についてということでですね、長野県の須坂市に伺いまして視察調査を行っ

て参りました。

それでは、次のスライドお願いをいたします。本町の現状と課題でございますが、本町の現状はです

ね、昭和45年、1970年から工業団地の造成が始まり、今から約30年前の鞍掛第３工業団地の造成完了後

は、新たな造成は行われておりません。そして課題でございますが、本町に限らず、産業用地確保のた
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めには、農地転用を進めることになりますが、土地利用の規制解除、特に農地転用等の農地調整は厳し

く規制をされており、この調整が大きな課題となっています。

今回の視察調査の目的ですが、国の地域未来投資促進法を活用した新たな産業団地の調整に向けた

土地利用調整の迅速化など、先進事例について学び、新たな団地造成及び企業誘致の取り組みに生か

すための調査研究でございます。

それでは、視察調査の概要について説明をいたします。視察地の須坂市は、長野県北部の長野市の東

側に位置しまして、人口約4万9000人、産業は機械・金属・電子製造業が中心です。自然豊かで落ち着

いた暮らしができる点が魅力で、買い物や医療機関、子育て支援施設などが充実していて子育て世帯

を中心とした移住者が増加し、ここ数年、社会増が続いているというようなことでございます。

須坂市の上信越自動車道須坂長野東インターチェンジ周辺開発における、地域未来投資促進法を活

用した企業誘致の取り組みについて説明を受けました。これは開発予定地の造成工事の着工前の写真

となっております。それではですね、この進め方について説明をいたします。

まず、2015年度、平成27年度ですが、民間事業者より、須坂長野東インターチェンジ周辺の大型商業

施設開発について、須坂市などに立地企業名を明示して提案があり、協議会や意見募集による検討を

行い、12月議会において、市として支援することを表明いたしました。今回の開発は、行政が主体では

なく、民間開発業者が手がけ、用地交渉、農地の代替えなどもこの業者が行うこととなりました。

そして翌年ですが、2016年度、このインターチェンジ周辺開発については、市では以前から計画して

おりました新産業団地と流通団地に、この大型商業施設を合わせた開発エリアとして進めることを表

明いたしました。しかし、この開発にはですね、土地利用の規制解除、特に農地転用等の農地調整は厳

しく規制をされており、この調整が大きな課題となっております。

そして、翌年ですね、2017年度、経済産業省所管の地域未来投資促進法というのが施行されました。

この法律に沿って調整を図ることで、課題であった土地利用調整が図れる見通しとなったというよう

なことで、こういう法律が施行されたことが好条件になったのかなと思います。

それでは、地域未来投資促進法というのはどういうものかということなんですが、だいぶ表現が難

しいんですが、地域特性を生かして高い付加価値を創出し、経済的波及効果を及ぼすとともに、地域に

おける経済活動を牽引する地域経済牽引事業を支援することにより、地域の成長発展の基盤強化を図

ることを目的としているというような言い方なんですが、地域の稼ぐ力を創出するというような意味

合いなのかなというふうに思っています。地域未来促進法の支援を受ける前提条件というのはどうい

うものかと言いますと、こちらの方にもありますが、国の基本方針に基づき須坂市及び長野県は、基本

計画というのを策定し、この計画を国に同意をしてもらうということですね。そして国に同意された

基本計画に基づき、須坂市は土地利用調整を策定し、長野県の同意が必要になります。また、地域経済

牽引事業計画を事業者が策定し、長野県の承認が必要です。

では、支援を受けるメリットでございますが、細かくありますが大きく言いますと、税制優遇、そし

て金融支援、規制緩和というものが主な内容でございます。そして、主な規制の特例措置等としまして

は、農地法等という記載がありますが、農用地区域から除外や農地転用というのが可能になると。

そして都市計画法ではですね、市街化区域、市街化調整区域における開発行為について、通常原則とし

て許可をしても差し支えないものと位置付けられているということです。
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まとめということになりますが、2025年、去年になりますが、10月3日に大型商業施設がグランドオ

ープンいたしました。この開発により、須坂長野東インターチェンジ周辺地区に、新複合交流拠点が形

成され、須坂市の産業振興のみならず、広域交流の促進により、北信地域全体の活性化にも寄与するこ

とが期待されております。

本町への反映と提言でございますが、その前に写真がありましたけど、これがですね、観光集客施設

等用地の様子でございまして、このような開発がされたというような状況でございます。それでは本

町への反映提言でございますが、これからの産業団地造成、企業誘致には、長期的なビジョンに基づく

確固たる戦略が求められております。そのためには、本町のグランドデザインを打ち出した上で、その

実現に向け、必要に応じて民間事業者のノウハウを活用しながら、粘り強く地道な努力を続けること

が、最善の戦略ではないでしょうか。

所管としては、企業誘致は町にとって地域経済の活性化を図るための重要な施策であります。企業

が立地することによって、新たな雇用が生まれ、税収アップが期待できます。企業誘致は、町と企業の

双方にメリットがある施策であり、持続可能な地域発展を実現するためには不可欠なものでございま

す。本町もしっかりと好機を見据えて、さらに加速度を上げた取り組みを期待したいというふうに思

います。これで終了いたします。

ご清聴ありがとうございました。

５．質疑応答

○司会 ただいま、各委員会からの報告が終了いたしました。ただいまから、各委員長が行った議会報

告の内容に関して、質疑を受けてまいりたいと思います。なお、質疑につきましては時間の都合もあり

ますので、回答を含めまして、おひとり様、３分程度で行いたいと思っておりますので、ご了承をお願

いいたします。

それでは、質疑のある方につきましては、挙手をお願いしたいと思います。どうでしょう。どうでし

ょうか皆さん。報告の内容が終わったところでございます。何か皆さんの中で、気になること等あれ

ば。この時間はですね、各委員会がですね、報告をしていますので、委員会に向けた質疑となりますの

で、その辺は、間違えていただかないようにと思います。

○参加者 17区の和田と申します。

議会運営委員会の方にちょっと１点質問させていただきます。意見交換会って言うんですかね、こ

の長野県の場合も、意見交換会を通して年間1200件、意見をとりまとまめたということがありました。

当町においてですね、こういう議会報告会、それも今回やってますよね。こういう機会を確かに作っ

て、町民からの意見を吸い上げていくっていう方向性を持ってるってことでよろしいんですかね。

〇14番 松村潤議員 はい。ありがとうございます。おっしゃるとおりですね、これからよい点を学ん

できましたので、今回これ全体的なですね、意見交換会になってますけども、これからはもっと発展し

てですね、各地域、例えば、邑楽町でいえば長柄・中野それから、秋妻関係がね、そういった、３地域

が１つになっていますので、そういったところで細かくやっていくことが、皆さんが発言しやすいし、

また、本当にきめ細かいいろんなことをですね、気軽に話すことができるんじゃないかと。そういった

ところで、皆さんの意見を吸い上げていく。そういったことによって、飯田市では600から700の人たち

が集まって、そして1200ぐらいの意見が収集できたと、そういった事例がありますんで、こういったこ
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とをすることによって、もっともっと皆さんの声が私たちに届いて、また我々もそういったそこに出

向いて行って、意見交換の仕事が非常にベストではないかなと思ってますんで、そういった方向で進

めていければと、このように議会としては考えています。これからまたそういった、この次の議会にそ

れが実現するかしないかわかりませんけど、そういう方向で、邑楽町議会は進んでいきたいと、こうい

うふうに思っているところです。以上でございます。

○参加者 ありがとうございました。今のちょっと最後に実現するかしないかわかんないですけどっ

ていう、ちょっと、発言がですね、引っかかったんですけど、それはそれとして、ただ、これやるとき

ですね、今日もそうなんですけども、大体20代とかの方は多分ほとんどいらっしゃってないのかな、多

分60・70代の方が多いと思うんですよ。そういう意味では、やっぱりこの邑楽町の未来っていうことか

らすると、やっぱり年配の人もね、長寿命で健康寿命で長生きしてかなくちゃいけないんですけども、

若い人の意見をどう吸い上げていくかってことも考えてね、もし意見交換会の場を持つとしたら、そ

の辺もですね考慮しながら、検討していただければと思いますんで、よろしくお願いします。以上で

す。

〇14番 松村潤議員 どうもありがとうございます。

○司会 はい。ありがとうございます。他にございますか。はい。お願いします。

○参加者 座ったままで失礼します。鶉新田の広瀬と言います。いろいろあったんですけど１つだけ

ということで、総務教育委員会さん、スライドに出ていた資料が私の手元にあれば、よかったかと思う

んですけれども。阿智村ですか、星空を資源としたということでね、一見何も資源のないところが星空

を資源にして素晴らしいことされたと思います。そういうことを学んでこられて、ここで、そのお話を

されて、邑楽町ではどうしましょうかということで、町民の皆さんに意見を求める。今、その段階とい

うことでよろしいでしょうか。そもそもですね、例えば、私、鶉新田、多々良沼のあるところです。あ

そこ観光資源にしてというお話ね、以前からよく出てたんですけども。地元の皆さんからはね、そのう

るさいのやだよと、ここ観光開発されるのやだよっていう意見もあるんです。そもそもね邑楽町が、観

光でまちをつくっていこうというふうに意見がまとまってるでしょうか、邑楽町の住民の皆さん。そ

れから、これは私が青年会議所にいたから知ってるっていうだけのことかもしれませんけれども、議

会運営委員会さんが飯田市に行ってらっしゃいますよね。飯田市にすごくいい例があったと思うんで

すけれども。こう言っておわかりでしょうか。言いますね。飯田市りんごまつりです、世界人形フェス

ティバルです、人形浄瑠璃のね、伝統があったところで、もうそんなお話、飯田市で聞いていらっしゃ

いませんか。ごめんなさい。質問はどういうふうにね、議会の方が話を進めようとしてるのか、住民の

皆さんの総意がまとまっているのかどうか。ただ、見てきました、こうでしただけでは、こうやって皆

さんから意見を求めようとしても皆さんから意見は出にくいと思うんです。

〇７番 佐藤富代議員 はい。質問ありがとうございました。邑楽は観光でいけるんじゃないかと思

ってるのかというご質問１点ありましたけれども、邑楽はそういう観光資源、開発すれば何とかなる

部分もあると思いますけれども、なかなか観光でということになりますと、新たにいろいろ取り組ま

なくちゃいけないんじゃないというふうに考えております。ですから、私たちが今回、いろいろ見せて

いただいて、やっぱりある資源をもう一度きちんと見直して、そこから何か、いわゆる磨いていけば、

どう磨けばダイヤモンドというか光ってくる、ひとつの観光とか、あるいはどうなるかということを
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見るのに、私たちは、もう一度委員会としても、そういう今ある邑楽の資源を再発見というんでしょう

か、そうしたことを委員会として進めていきたいというふうに思っております。飯田市の人形フェス

ティバルにつきましては、私もちょっと認識していなかったもんですから、長野でそういうブランド

化して、地域活性化に繋がったのはどこだろうっていうことで、ちょっと調べたのが阿智村でした。以

上なんですけれども。はい。ありがとうございました。

〇14番 松村潤議員 私は議会運営委員会としての意見に関することしか学んでこなかったんで、申

し訳ないんですけども、一応そういったね、観光的なことは総務教育の方で勉強されてきたってこと

で、ちょっとその辺のところは、ちょっと勉強不足でありました。以上でございます。

○司会 はい。ありがとうございます。他に何かご意見の方はございますでしょうか。報告会の件につ

きましての質疑になっておりますが、よろしいでしょうか。

６．意見交換会

○司会 はい。それでは、続きまして、意見交換会の方に移らさせていただきたいと思います。本日の

テーマといたしましては、邑楽町の未来についてということになります。邑楽町議会に対して、皆様か

らのご意見やご要望など、お聞かせいただけたらと思います。皆様の忌憚のないご意見、ご要望をよろ

しくお願いしたいと思います。また、発言される方は、先ほどと同じように、挙手をして行政区を、ま

た、名前を名乗ってから発言の方をお願いしたいと思います。皆様何か、邑楽町の未来についてという

ことで、ございますでしょうか。

○参加者 13区の三村と申します。よろしくお願いします。常々思ってるんですけど。ちょっとやって

ることが正直ってわかんないんですよ、皆さんのやってることが。邑楽町町長のやってることがどん

なことかとか、副議長さんはどんな仕事してるとか。今日は議会で来させてもらいましたけど、議会で

も、町議会議長がね、こういう仕事の１日の仕事ぶりはこういうふうにやってるんだよと。副議長は、

議長を助けてこういうことやってるんだよって、もうわからない。それと、この今、委員会の方の話も

聞きましたけども、皆さんのやってることっていうのは、正直言って、距離が遠くてわからないんです

よ。一般市民は、一般町民は。だから、ぜひお願いがあるんですけど、いろんな意見案とかいろんな仕

事があると思いますけど、もう少し、町民と議会とか、役場の方とか、わかるように、ぜひしてもらい

たい。わからない。何やってんのかな。それで、私はここに来ている皆さんもみんな意見があると思い

ますけど。神様みたいな人です。今日来てるのはこの寒い中でね。そういう神様みたいな人がきてる中

で、意見も言わないで帰ってくる人は、ありがたい人ですよ。だけど、私がここへ来て言うのは、余り

にも、町民と議会と町長と、この各役場の職場の人の距離が遠すぎる。ぜひひとつね、いろいろ意見を

言いたいんだけど言えないですよ。わからない。だから、もう少し、同じ人間同士で同じ町民で、同じ

仲間で邑楽町を良くするとする気持ちはみんな同じなんですよ。それをね、私はこういうんだからっ

ていう報告だけじゃ、ちっともわからない。聞いてても、私の話が長くなっちゃいますけど、ぜひひと

つね、もう少し、今で言えば、ＹｏｕＴｕｂｅがいっぱいあるんすけどね。ＹｏｕＴｕｂｅを活用して、

日常の皆さんの言葉を聞きたい。こんな寒い中ね、いまさっき、ある方が言ってましたけど、60代70代

の人が多いと、20代の人、誰もいないよ、という話を聞きましたけど、この寒空に60代70代、今日は特

にね、議員さんが言いましたけど寒い、正直言って来たくない。だけど、ＹｏｕＴｕｂｅってのがある

んだから、ＹｏｕＴｕｂｅをどんどん活用して、それで皆さんにね、議会はこういうことやってますよ
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と、運営委員はなにやってますよ、教育委員はどうやってますよってみんな流してもらいたい。そうす

ればみんなうちで見るんだから、本当ですよ。だから私は今日も言いたかったのは、今日来てくれた人

は神様みたいな人ですよ、私とすれば。そういうことをね、今私なんかももうその年になりましたけ

ど、ぜひひとつ、ＹｏｕＴｕｂｅを活用して、皆さんの仕事ぶりを見たい。よろしくお願いします。勝

手なことばっかり言ってるんすけど申し訳ないですけどよろしくお願いします。ありがとうございま

した。

○司会 はい。ありがとうございます。答えますか。要望かと、私は思って。

今のご要望ということですよね、これからのね。ありがとうございます。

「＜ちょと、答えないと。＞の声あり。」

○司会 では、松島議長。

○松島議長 大変ですね、本当にありがたいお言葉をいただきました。本当に感謝申し上げたいと思

います。おっしゃるとおりですね。私たち議会とそれから町民の皆さん、また行政、この距離感ていう

のは、どうしても広くて空いていて、まして選挙が無投票だったものですから。これ２期連続、議会も

そうですけれども、そういった状況の中で開いているという状況がありました。ですから、おっしゃる

とおりＹｏｕＴｕｂｅの活用に関してはですね、実は本会議ですけれども、もう今の任期が始まって

３年近くなりますけれども、すぐさま、それは取り組みをさせていただいておりまして、ライブ中継で

ですね、本会議の様子はＹｏｕＴｕｂｅで動画配信をさせていただいております。ライブが終わりま

したらすぐ、録画中継に切り替えるということで、どんな議員がどの議員がどんな内容で町行政に対

して質問を行っているのか。一般質問の内容ですとか、どんな議案をどのように審議し誰が賛成し誰

が反対したか、そういったところもすべてそのをＹｏｕＴｕｂｅにてご覧いただける状況には、一応

はなっております。この近隣ではですね、いち早く、その取り組みもさせていただいたところでありま

すが、おっしゃるとおり、その距離感というものがなかなか詰まらないというところもありますので、

こういった議会報告会、今のところ年に１回でありますが、開催をさせていただいてるということに

なります。おっしゃるとおり、まだまだ距離感がという部分ありますが、その辺をひとつでもですね改

善できるようにこれからも協議をさせていただいて満足のいくような状況になればいいのかなという

ふうに思っております。よろしくお願いいたします。以上です。

○司会 はい。今議長の方から答弁ございました。他にございますか。せっかく皆さん、寒い中、来て

いただいたので。

「＜はい＞の声あり。」

○司会 はい。お願いいたします。

○参加者 新中野の梅田和助と言います。私はこの質問がというか意見が、この場にあっているかど

うかはわかりませんけれども、たまたまというか私は子どもたちとの関わりが多いもんですから、子

どもの将来というか邑楽町の子どもたちのことに関わることで、ちょっと質問というか意見を言わせ

ていただきたいんですけども。今日はとても寒い日で、そんな方、先ほど意見も出ましたけどね、皆さ

んよくこられたわけですけど。関東が寒いときは、私の故郷新潟県は雪です。子どもたちが学校行くと

きは、吹雪の中、私は弟を抱きかかえて学校に通ったものですが、今聞くとですね雪大変だろうという

話と、もう新潟県、随分前からスクールバスが出てますよって話なんですよ。前もちょっと話したかも
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しれませんけども、邑楽町でもやっぱり、この邑楽郡の中でも広い町ですので、通う学校から遠い地域

もあるんですけども、そういうところだけでもこの風の強い日はね、スクールバスを出してあげよう

かとか、そういう声は出ないのかなと。議会は、将来的に子どもたち、そういうことはどう考えてらっ

しゃるのかなということを思ったりします。それから、新中野には駅前児童公園という大きな公園が

あります。児童公園ですから、子ども来て遊ぶところですが、私はすぐそばに住んでるもんですから、

よく見てるんですけども。孫と同居してたもんですから、孫はよく遊んでました。ところが、その孫が

だんだん大きくなるに連れて、邑楽町全体、日本中がそうですが少子高齢化ということで、子どもがど

んどん減ってきまして、確かに遊ぶ子も少なくなりました。そのことが原因じゃないんでしょうけど

も、公園からすべり台がなくなり、ブランコがなくなり、ますます子どもがこなくなりました。でもそ

ばにいるもんですから見ていると、春休みね高校生が卒業したり中学生が卒業して休みになったり、

夏休みになると家から遠くの方へ出て新たに所帯を持った子、里帰りで来たときに、おばさんなりが

来るときに、公園で遊びに来るんですけども、遊具がないんですよ。私、特にブランコがなくなったと

きに、町にこんなに頑丈なんだに何で撤去するんだろうと思ったら、いやあ、もう古くて壊れたら事故

起きたら大変だということなので、ただ、耐久年数だけ業者が言ってるのに関わって、撤去されたんだ

というふうに私は感じてるんですけども、じゃあ、代わりいつ付けてくれるんですかと言ったら代わ

りをつける予定はないという話なんですよ。そういう計画の立て方だと、子どもたちはますます来な

い。それに関わるのはどうかということで、ずっと考えてたんですけど、先ほど報告の中でオンライン

議会なんて話が出て、災害が起きたらとか、世界的な感染が出て、コロナみたいなことがあってこうい

うことが、また新たにどんどん出てきたというのはわかるんですけども。それと同じで、私も新潟へ単

身赴任で行く直前で、中越地震にであったんですけども、地震が起きたら、邑楽町は災害の少ない場所

だということで喜んでるんですが。例えば駅前公園とかね、野球場としてあってもなかなか使えない

なんていうと、そういうところが、仮設住宅の用地になるのかなと思ったりいろいろしてるんですけ

ど。町としてね、そういう災害が出たときに仮設住宅をどこに建てるのかなんて全くわからないんで

すよね。そういうことでの対応なんかどうなさってんのかなということを考えたり、先ほど、意見が出

ましたけども、それぞれが私以外の方はいろんな疑問を持ってると思うんですが、そういうのを、意見

をくみ上げて、その意見交換するようなことができたら、ざっくばらんにできるようなことをつくれ

たらいいんじゃないかなというふうに今日の話を聞きながら感じました。以上です。

○司会 はい。ありがとうございます。今のお話だとですね、いろんなところに関わってしまう、他方

に関わってしまう。質問になってしまいますので、いちばん興味を持たれている公園っていうことと、

公園から遊具がなくなっている子どもたちのために、スクールバスがどう考えているかというような

質問のお答えでよろしいでしょうか。よろしいですか。とりあえずその２つを。

「＜答えられない＞の声あり。」

○司会 それは今、こちらの方でお答えいたします。

〇14番 松村潤議員 ありがとうございます。先ほどスクールバスの話が出ましたけど、実は昨年も

スクールバスの話が出ました。私はその時に、３月議会で質問しますってことでやらせていただきま

した。その答えは、一言で言えば、検討するということなんですけども、まだまだ邑楽町については、

距離的には、一番離れてるとこで３点いくつ（ｋｍ）ぐらいということなんです。子どもたちが、寒い
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とき、また暑いときに、本当にそれでいいのかと。このように質問をさせていただいたわけですけど

も、やはりこれから、小学校が４つあるのが２つになりますと、そういったときにはもちろん考えてい

かなくちゃならないということなんですけども、今現在は、検討していきたいと、そういう答弁をいた

だいただけで、これから私もこれでは、皆さんの声を形にすることはできませんので、粘り強く質問し

ていきたい。今年もそういったところでは、結論を考えておりまして、また同じような答えであれば、

もっともっと皆さんの力を借りて、訴えていきたいとこういうふうに思っております。三ツ村さんも、

実はそのスクールバスについて質問されていますので、三ツ村さんの方からも、ちょっとお話できれ

ばありがたいんですけど。

〇２番 三ツ村由紀議員 お答えします。三ツ村でございます。私も３月の一般質問のときに、スクー

ルバスのことについて、質問させていただきました。私、13区の方に住んでおりますが、中野東小まで

実際歩いてみました。結構な時間がかかりまして子どもの足でこれはどうなのかな、遠いよねって思

ってしまいまして、帰りはさすがに歩いて来れなかったので、迎えに来てもらった次第でございまし

た。そこでスクールバスについてもちょっとお話させていただいて、今のバス、町を走っている循環バ

スですが、ただ空気を運んでるような状態で、誰もね人が乗ってない、運転手さんしか乗ってないよう

な状況なので、そのバスを活用したらどうかっていうことを提言させていただきました。町の答えと

しては、そうですね松村議員もおっしゃってましたけども、検討する。すぐにすぐにはできないし、そ

の学校の教育の校則の中でも、何キロ以内なら徒歩でっていう、そこの規約にかかってるもので、その

距離のない、徒歩でないと通えないような規約の中にかかってるものだったので、ちょっと町として

は、いくら遠いところでもちょうどまだ難しいな、検討しますっていうお答えでした。

ちょっと、話がまとまらなくて申し訳ないけど、スクールバスのことについてはすごく興味を持ちま

して一般質問をさせていただいて、議員も何人もしておりますので、そのことはちょっと上には、町の

方には提言している次第でございます。よろしくお願いします。

○参加者 ありがとうございました。確かテレビ見てると、１時間も２時間もかけてね、学校対応して

る国もあるんで。それからみればね、本当に幸せな子どもたちだなとは思うんですけども。４月からま

た１年生が今度来ます。そうすると私15年間やってんですが、中にはね、皆さーん、子どもが歩けなく

てうずくまってる。ちょっとおんぶしていってくれとかね言うと、ランドセル持ってあげたりとか、そ

ういうことが実際起きてるわけなんで、１年生にとってやっぱり大変だっていうところはやっぱり地

域によってはあるんじゃないかという。そういうところは、何か考えてあげられないかなと。お母さん

が今日旗振りだから、車で今日学校へ行けるなんてうれしがってね。団体登校しない子が、正直いるん

ですよね。だから車に乗っていけることを楽しみにしてるというか、そういう子もいることは事実な

ので、将来的、邑楽町の未来については、遠い地区だけ、どこどこ地区だけでもとか、寒い季節だけで

も、その地区の人で例えばそのボランティアを募って、町から車だすから、それで連れてきてもらえま

せんかとか、当番を作るとかっていう工夫ができないもんだろうかということなんですよ。まだ全部

スクールバスで学校へ運ぶことをお願いしてるわけじゃなくて、なんかそんなこともあるいは、１年

生２年生だけでもとかね、初めのうち、１年生に上がった半年ぐらいとか、何かそういう、何かサポー

トできるようなことを工夫できないかなということで、スクールバスについては、お話しました。あと

遊具だとか、そういうのなんかもぜひ考えていただいて、あるいは、本当に災害はないけども、起きた
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時は町としてはどういう計画してるのか、そういうのは、もっともっとＰＲしたらいいんじゃない。た

だ、災害がないまちですよ。日本で一番住み良いいい町なんですよなんてことだけ言うんじゃなくて、

もしこういうことが起きたらこういうことしますとかっていう、そういうものを町民にＰＲする必要

があるんじゃないかと思うんですけどね。以上です。ありがとうございました。

○司会 はい。ありがとうございました。他にご意見等、ある方いらっしゃいますか。大丈夫でしょう

か。

○参加者 27区の浦野と申します。先ほどもですね、邑楽町は、安全、安心のまちということで、これ

はこれですばらしいことだと思うんですけど、これだけでよろしいんでしょうか。この16年間見てみ

ますと、大きな変化は、すいません。私だけでしょうか。邑楽町を取り巻く近隣の大泉町、これはスバ

ルの自動車工場があり、ＥＶ生産のために、今大泉高校と354号バイパスの間では、大規模の開発が進

んでおります。誰が見てもわかりますよね。千代田町につきましても、大型ショッピングモールのジョ

イフルホンダ。もしこれが、もう20年ぐらい前ですかね、邑楽町の邑楽南中の東、南に出来ていたらど

うだったでしょうか。邑楽町の人が、ジョイフルホンダ、あるいはツルヤ、出来たばっかり。そういう

とこに買い物に行ってるんですよね。何といっても、サントリービールがあって、先ほどブランドって

いう話も出てましたけども、これぐらいの仕掛けですよね。ふるさと納税の返礼にもなってると。そし

て何といっても明和町ですね。誰が見ても発展してますよ。目で見てわかりますよね。

皆様が感じると思います。これがなぜ邑楽町でできないのか。本当に寂しい話です。先ほど議会提案

型、政策立案という話が出てました。皆さん議員さんはですね各地区の代表という性格もあるわけで

ございますけども、議員さん一同がですね、このテーマにありますように、邑楽町の未来について、魅

力ある邑楽町をつくるにはどうすればいいかと。全体最適ですね。ＫＪ法とかそういうものを使って

ですね議論されて政策立案して行政に提案すると、行政提案型ということでやっていただきたいと思

うんですね。行政が出てくるのを待ってたんじゃ駄目だと思いますよ。皆さん各地区の状況は一番よ

くわかってるんですから。やっぱり税収を上げるためには、先ほどありましたとおりですね、

工業団地の造成が一番かなと思うんですね。こういう団地がもし造成できて、企業誘致ができれば、そ

こに働く人がいて、働く人が増えて、町民税また働く人が消費すると、法人税があがると、言うことは

ないわけですよね。先ほど鞍掛工業団地の話が出てましたけども、大泉にしろ、千代田、明和にしても

ですね大型の工業団地があるわけですよ。私なんかもですね。鞍掛工業団地の北側というんですか。あ

るいはその西側の山林の開発、これあまり、いろいろ用地絡みの関連がありませんから、いいなと思っ

たんすけど、今メガソーラーになってしまいましたよね。そうするとやっぱり30区の北側新堀川あた

りの、農地転用の問題はあると思いますよ。難しい問題たくさんあると思います。あるいは、やっぱり

交通の便を考えると354の南側赤堀地区ですね。そういうところがいいのかと思い、議員さんについて

もですね各地区にもそういった条件ってのは、わかってると思うんですよね。やっぱりそういった、あ

るべき姿、邑楽町の未来をですね、マスタープラン、先ほどグランドデザインというんですか。マスタ

ープランですよね。そういうものを作って、行政と一体となって取り組んでいただきたいと思います。

やっぱり計画のないところには実行がないわけですよ。ぜひそういったことで、議会全体で議論して、

取り組んでいただければ、邑楽町の発展があるんじゃないかなと。やっぱり先ほどありましたけど、見

える化って非常に大事ですよね。議会だよりで見ても、この邑楽町の未来のための内容ってほとんど
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少ないですよね。この問題は確かにやってらっしゃるんですけども。大局的に見て、やれることはやっ

てもらうと、やっていくというスタンスですね、ぜひ、よろしくお願いいたします。以上です。これは

意見です。

○司会 はい。ありがとうございます。大変貴重な意見、ありがとうございます。意見でいいですか。

ご要望ということで、はい。ありがとうございます。他に何かございますか。あと１名もしくは２名あ

たりいけるかなと思うんですが。なければこのまま、閉めたいと思いますが、よろしいでしょうか。

○参加者 中野、行政区の数字はわかんないですけど、中野です。吉田と申します。議会報告に何回か

出席したことあるんですが、視察は１年ごとに変わるんですよね、場所は。その視察をした結果、効果

があったのか、なかったのかという報告がなかったんですが。説明がやっぱりそういう結果どうだっ

たかっていう説明をしてくれないと意味がないかなあと思います。視察をした結果どうだったのか、

効果があったのか、というのを必ず結果として聞かしていただきたいと思います。以前も、土地の関係

の話があったんですが、それも結果報告がなかったので、ちょっと疑問に思っております。それともう

ひとつ、残念なことなんですけど、邑楽の湯というのが、昔ありましたよね。とてもそこ皆さんが行か

れていたと思うんですが、突然廃業になってしまって、それは町としてそこの邑楽の湯をもっておけ

ばよかったかなと。はい。継続していただければよかったかなと思います。以上です。

○司会 はい。ありがとうございます。今ですね、吉田さんの方から視察をした結果、報告がないよと。

その視察をした後に、こういうとこに、こういうふうになりましたよという報告がなかったというこ

とですね。この件につきましては、視察の内容っていうことですので、またですね、視察を行ってる場

所等々がですね、これからっていうこともありましてね。今すぐ結果が出るっていうことが、なかなか

出ないことが多いと思います。はい。それでは議長さんどうぞ。

○松島議長 １年ごとに視察は行っております。泊まりを伴う視察ということで、去年の10月に、今回

報告させていただいた、３委員会の視察は去年の昨年の10月下旬に行ってまいりました。そこで学ん

できたことを、確かに報告させていただいたんですが、その結果、どういったことを町に提言していけ

ばいいのかというところまではの報告あったと思います。その提言の仕方なんですけれども、それは

委員会ごとにですね、報告書をまとめて町の方にお渡しするという方法もあるんですが、それぞれ議

員の方からですね一般質問等をそれから、所管の委員会の中で委員会という会議の中で、行政側にそ

の都度ですね、提言をしていく意見を言っていく、そういう形をとってきています。ですからすぐにす

ぐ、行政側が我々が申し上げた意見や要望に対してですね、答えを出せるものと、それから出せないも

のと、これは多々ありますので、その辺はちょっとお時間をまだいただいている状況であります。以上

でございます。はい。あと邑楽の湯ですか、民間の会社がご承知のとおりやっていて、どんな経緯でそ

れが廃業になったのかということは存じ上げませんけれども、なかなかその時代にですねその施設を

町として買い取るというような話を私も聞いたことはございませんでしたし、果たして、今思えばで

すね。そういった施設が町にないのでということになろうかと思うんですが、福祉センターの寿さん

の方に、一応風呂が併設されていって今も運営をされておりますけれども、ちょっと老朽化してきた

ので、町の方でもですね、今後、近いうちにそこを改修して、また新たな施設としてですね生まれ変わ

るというような計画もあるようでございますので、その辺は注視して議会の方を見ていきたいという

ふうに思っております。以上です。
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○司会 はい。よろしいでしょうか。他に、最後になります。

「＜はい＞の声あり。」

はい。よろしくお願いいたします。

○参加者 ３区小久保と言います。要望なんですけれども。ディーズっていうスポーツクラブがあっ

て、そちらの方でプールがあって、結構水泳なんか自分やっていたんですけれども、ある日突然どうい

う訳だかわかんないですけれども、なくなってしまいまして。この近隣の町村見たんにしても、大泉も

あるし、千代田もあるし、明和もあるし、館林もあるし、板倉も一応公営的なプールがあると思うんで

す。町としてその公営のプールってのは、つくってもらえないんか、どうかなと思いまして質問したん

ですけれども。

○司会 はい。ありがとうございます。今、ですね、町のプールをつくって欲しいという、これ要望と

いうことでよろしいでしょうか。

「＜はい＞の声あり。」

７．閉会

○司会 はい。ありがとうございます。もう、時間の方が、８時までということになっております。

今、最後の方だということですので、まだまだ皆様からのご意見やご要望などをお伺いしたいところ

ではございますが、時間の都合もあるということで、以上をもちまして、第４回邑楽町議会、議会報告

会・意見交換会を終了させていただきたいと思います。

お帰りになる前に、議会報告会アンケートへの回答にご協力をお願いいたします。アンケート用紙

に記入して、後方の回収ボックスに投稿していただくか、お手持ちの携帯電話等で、ＱＲコードを読み

取り、ご回答いただくということもできます。皆様からいただきました貴重なご意見やご要望など今

後の議会運営の参考にさせていただければと思います。

また、今後もこういう、こういった皆様との意見交換会など開催していければと考えておりますの

で、開催の際には議会に対するご意見などちょうだいできればと思っております。本日は、長時間にわ

たりまして大変お疲れ様でした。お帰りの際には、交通事故等に十分ご注意をくださいまして、お帰り

くださればと思います。

本日は誠にありがとうございました。


